
  
フフロローーリリンンググのの施施工工方方法法  
  
１１．．釘釘・・糊糊併併用用工工法法  
１１））合合板板捨捨貼貼下下地地  
（（11））根根太太下下地地、、根根太太にに使使用用すするる材材料料はは十十分分にに乾乾燥燥ししたたももののでで、、仕仕上上げげ材材をを貼貼りり込込むむののにに必必要要なな

強強度度をを有有すするるももののととすするる。。  
（（22））根根太太間間隔隔はは 330000mmmm  程程度度ととししてて均均等等にに配配置置すするる。。  
（（33））必必ずず 1122mmmm  以以上上のの耐耐水水合合板板をを捨捨てて貼貼りりすするる。。ここのの場場合合、、床床鳴鳴りり、、たたわわみみ、、目目違違いいががなないい
よよううにに注注意意すするる。。  

（（44））下下かかららのの湿湿気気がが多多いい場場所所でではは、、00..11mmmm  以以上上ののポポリリエエチチレレンン防防湿湿フフィィルルムムをを敷敷くくななどど、、湿湿
気気対対策策をを施施すす。。（（防防湿湿フフィィルルムムはは合合板板とと下下地地のの間間にに敷敷くく。。））  

（（55））遮遮音音ママッットトシシーートトにに直直接接施施工工ししなないい。。  
  
２２））仮仮並並べべ  
（（11））施施工工 11週週間間前前ににはは開開梱梱しし、、施施工工現現場場にに馴馴染染まませせるるたためめにに  22  ～～  33日日はは仮仮並並べべををすするる。。  
（（22））天天然然木木ののたためめ、、色色・・柄柄ににババララツツキキががああるるののでで、、仮仮並並べべのの際際、、節節、、色色目目、、柄柄ののババラランンススをを調調
整整すするる。。  

（（33））ままたた、、乱乱尺尺ののフフロローーリリンンググはは、、長長ささのの長長いいもものの、、短短いいももののののジジョョイインントトがが集集中中ししなないいよようう
にに仮仮並並べべすするる。。  

  
３３））ククリリアアラランンスス  
（（11））壁壁際際ににはは必必ずず 55  ～～  1100mmmm  ほほどどのの隙隙間間をを設設けけるる。。天天然然木木はは馴馴染染むむままでで伸伸縮縮をを繰繰りり返返すす。。  
（（22））ビビニニルル巾巾木木のの使使用用はは避避けけるる。。  
（（33））気気候候条条件件、、季季節節、、室室内内ななどどのの影影響響をを考考慮慮しし、、フフロローーリリンンググのの密密着着部部分分にに隙隙間間をを空空けけてて施施工工
すするるここととでで、、施施工工後後のの突突きき上上げげをを回回避避ででききるる。。  

（（44））特特にに乾乾燥燥ししたた冬冬季季にに施施工工すするる場場合合はは、、湿湿度度がが高高くくななるる季季節節にに材材料料がが伸伸びびるるここととをを考考慮慮ししてて
隙隙間間をを設設けけるる。。  

（（55））複複合合フフロローーリリンンググはは 55  ～～  1100  枚枚おおききにに、、無無垢垢フフロローーリリンンググはは 22  ～～  33  枚枚おおききにに、、フフロローーリリ
ンンググのの密密着着部部分分にに名名刺刺 11枚枚分分程程度度のの隙隙間間をを設設けけるる。。  

（（66））施施工工ススパパンンがが 1100ｍｍをを超超ええるる場場合合はは、、1100mm  毎毎にに 77  ～～  1100mmmm  ののエエキキススパパンンシショョンンをを設設けけるる。。  
  
４４））合合板板捨捨貼貼下下地地へへのの施施工工  
（（11））フフロローーリリンンググはは、、根根太太にに直直角角にに施施工工すするる。。  
（（22））接接着着剤剤とと釘釘のの併併用用でで施施工工すするる。。  
（（33））接接着着剤剤はは、、木木質質床床材材用用ウウレレタタンン樹樹脂脂系系接接着着剤剤をを使使用用すするる。。  
（（44））部部分分塗塗布布をを避避けけ、、くくしし目目ココテテ等等でで下下地地全全体体にに塗塗布布すするる。。  
（（55））木木工工用用ボボンンドドはは、、床床鳴鳴りり及及びび黒黒シシミミのの原原因因ににななるるののでで使使用用ししなないい。。  
（（66））釘釘はは長長ささ 3388  ～～  4455mmmm  ののススククリリュューー釘釘をを使使用用すするる。。（（釘釘のの長長ささはは材材厚厚のの 33  倍倍以以上上ととすするる））  

    



  
（（77））エエアアガガンンでで釘釘ままたたははスステテーーププルルをを雄雄ササネネのの上上面面入入隅隅部部にに 4455°°のの角角度度でで、、打打ちち込込むむ。。釘釘のの間間
隔隔はは 330000mmmm  程程度度。。エエアアガガンンががなないい場場合合ははドドリリルルでで穴穴ををああけけ、、釘釘をを金金槌槌でで打打ちち込込みみ、、ポポンン
チチ等等でで釘釘締締めめすするる。。  

（（88））釘釘はは下下地地合合板板をを通通ししてて根根太太ににししっっかかりり固固定定すするる。。  
（（99））木木質質ななののでで反反りりやや変変形形ががああるる。。施施工工時時ににはは矯矯正正ししななががららははめめ込込んんででいいくく。。  

  
５５））床床暖暖房房対対応応フフロローーリリンンググのの施施工工とと注注意意事事項項  
ａａ．．施施工工上上のの注注意意事事項項  
・・部部分分的的なな床床暖暖房房はは避避けけ、、床床面面全全体体、、部部屋屋単単位位のの暖暖房房ととすするる。。  
・・各各床床暖暖房房メメーーカカーーのの施施工工要要領領ににししたたががっってて、、正正ししくく施施工工すするる。。  
・・ココンンククリリーートト・・モモルルタタルル埋埋設設型型のの床床暖暖房房シシスステテムムはは、、施施工工すするる前前にに必必ずず試試運運転転をを行行なないい、、  
ココンンククリリーートト・・モモルルタタルルをを十十分分にに乾乾燥燥ささせせるる。。ココンンククリリーートト・・モモルルタタルルにに湿湿気気ががああるるととフフロロ

ーーリリンンググがが反反るる場場合合ががああるる。。  
・・床床暖暖房房対対応応フフロローーリリンンググ以以外外ののフフロローーリリンンググはは使使用用ししなないい。。  

  
ｂｂ．．床床暖暖房房使使用用時時のの注注意意事事項項  
・・温温度度のの上上げげすすぎぎにに注注意意すするる。。床床表表面面温温度度はは 2255  ～～  2277℃℃にに維維持持しし、、室室内内のの湿湿度度はは 3355％％以以上上をを
保保つつよよううににすするる。。  

・・床床暖暖房房にによよりり床床材材がが暖暖めめらられれるるとと、、材材料料はは収収縮縮すするるがが、、湿湿度度のの高高くくななるる季季節節にに材材料料がが伸伸びびるる

ここととをを想想定定ししてて寸寸法法ををととっってておおくく。。  
・・低低床床吹吹きき出出ししフファァンンヒヒーータターーやや電電気気カカーーペペッットトななどどをを床床暖暖房房施施工工ししたたフフロローーリリンンググのの上上でで併併

用用ししなないい。。  
・・熱熱ががここももららなないいよようう、、ピピアアノノななどど極極端端にに重重いいももののやや、、じじゅゅううたたんん、、床床面面のの広広いい家家具具ななどど、、放放

熱熱のの妨妨げげににななるるよよううななももののをを置置かかなないいよよううににすするる。。  
・・床床暖暖房房使使用用期期間間中中はは低低温温ででのの連連続続運運転転ををおおここななうう。。  
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２２．．直直貼貼りり工工法法  
１１））モモルルタタルル下下地地  
（（11））セセルルフフレレベベララーーでで下下地地調調整整しし、、不不陸陸はは 11mm  ににつつきき 22mmmm  以以下下ととすするる。。  
（（22））下下地地のの乾乾燥燥はは、、モモルルタタルル水水分分計計でで測測定定ししてて 88％％以以下下ととしし、、土土間間にに接接すするるココンンククリリーートトはは防防
水水処処理理をを施施すす。。乾乾燥燥がが不不十十分分なな場場合合、、接接着着不不良良、、床床材材のの反反りり・・伸伸びびななどどのの不不具具合合がが生生じじるるここ

ととががああるる。。  
（（33））出出入入りり口口、、壁壁等等のの貼貼りり代代はは、、高高低低のの差差がが均均一一ににななるるよよううににすするる。。  
（（44））下下地地のの凸凸凹凹、、ゴゴミミ、、ホホココリリをを除除去去ししてて施施工工すするる。。  
（（55））施施工工室室温温はは 1188℃℃以以上上をを標標準準ととすするる。。  
（（66））遮遮音音ママッットトシシーートトににはは直直接接施施工工ししなないい。。  

  
２２））仮仮並並べべ  
（（11））施施工工 11  週週間間前前ににはは開開梱梱しし、、施施工工現現場場にに馴馴染染まませせるるたためめにに 22  ～～  33  日日はは仮仮並並べべすするる。。  
（（22））天天然然木木ののたためめ、、色色・・柄柄ににババララツツキキががああるるののでで、、仮仮並並べべのの際際、、節節、、色色目目、、柄柄ののババラランンススをを調調
整整すするる。。  
（（33））ままたた、、乱乱尺尺ののフフロローーリリンンググはは、、長長ささのの長長いいもものの、、短短いいももののののジジョョイインントトがが集集中中ししなないいよようう
にに仮仮並並べべすするる。。  

  
３３））ククリリアアラランンスス  
（（11））壁壁際際ににはは必必ずず 55  ～～  1100mmmm  ほほどどのの隙隙間間をを設設けけるる。。天天然然木木はは馴馴染染むむままでで伸伸縮縮をを繰繰りり返返すす。。  
（（22））ビビニニルル巾巾木木のの使使用用はは避避けけるる。。  
（（33））気気候候条条件件、、季季節節、、室室内内ななどどのの影影響響をを考考慮慮しし、、フフロローーリリンンググのの密密着着部部分分にに隙隙間間をを空空けけてて施施工工
すするるここととでで、、施施工工後後のの突突きき上上げげをを回回避避ででききるる。。  

（（44））特特にに乾乾燥燥ししたた冬冬季季にに施施工工すするる場場合合はは、、湿湿度度がが高高くくななるる季季節節にに材材料料がが伸伸びびるるここととをを考考慮慮ししてて
隙隙間間をを設設けけるる。。  

（（55））複複合合フフロローーリリンンググはは 55  ～～  1100  枚枚おおききにに、、無無垢垢フフロローーリリンンググはは 22  ～～  33  枚枚おおききにに、、フフロローーリリ
ンンググのの密密着着部部分分にに名名刺刺 11  枚枚分分程程度度のの隙隙間間をを設設けけるる。。  

（（66））施施工工ススパパンンがが 1100mm  をを超超ええるる場場合合はは、、1100mm  毎毎にに 77  ～～  1100mmmm  ののエエキキススパパンンシショョンンをを設設けけるる。。  
  
  
４４））モモルルタタルル下下地地へへのの施施工工  ］］  
（（11））接接着着剤剤はは、、必必ずず直直貼貼りり用用ののウウレレタタンン樹樹脂脂系系接接着着剤剤をを使使用用すするる。。部部分分塗塗布布をを避避けけ、、くくしし目目ココ
テテ等等でで下下地地全全体体にに塗塗布布すするる。。  

（（22））木木質質ななののでで反反りりやや変変型型ががおおここるる。。施施工工時時ににはは矯矯正正ししななががららははめめ込込んんででいいくく。。  
（（33））接接着着後後ははゴゴムムハハンンママーーでで十十分分圧圧着着しし、、強強くく踏踏みみつつけけててフフロロアアーーのの浮浮ききをを点点検検すするる。。  

  
  



  

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  


